
 

日 月 火 水 木 金 土 
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２ おはなし会 

     14:00～ 

３おはなし会 

   14:00～ 

   14:30～ 
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６  

 

   

７  0･1 才わらべ 

うたとえほん 

    10:30～ 

８ 

 

 

９ おはなし会 

    14:00～ 

雑誌ﾘｻｲｸﾙ市 

10 おはなし会 

14:00～14:30～ 

雑誌ﾘｻｲｸﾙ市 
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13  2･3 才 

絵本の会 

10:30～ 
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16 おはなし会 

    14:00～ 

 

17 おはなし会 

      14:00～ 

   14:30～ 

18 
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21 春分の日 
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23 おはなし会 

    14:00～ 

 

24 おはなし会 

   14:00～ 

      14:30～ 
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29 

 

 

30 おはなし会 

14:00～ 

 

31 おはなし会 

14:00～ 

14:30～ 

      

 

 

 

 

 

NO．108 

ヤマザキ マリ／著 

             文芸春秋 2019 年 

ドライフラワーをオイルと一緒に瓶に

詰めた植物標本で、枯れない花のインテ

リアとして今、人気のあるハ―バリウム

を作ってみませんか？ 

かわいい草花をボトルに閉じ込めよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットで蔵書検索できます https://www.toshokan.town.sayo.lg.jp/   2019年(平成 31年)3月 1日発行 
 

 

 

 

             

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑誌リサイクル市 ３月９日(土)・１０日(日)開催 

保存年限の切れた雑誌を、１人 10 冊まで無料でお譲りします。 

会場 さよう文化情報センターギャラリー 9 日･17 時まで 10 日･16 時まで 

これにあわせて、 

針と糸の手芸作品展 
4/3(水)～4/25(木)図書館にて 

 

YAMADAさん(佐用町在住)のｵﾘｼﾞﾅﾙ

や手芸ｷｯﾄを使って作られた作品展

を開催します。ぜひご覧ください。 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 
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28 29 30     
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  印の日は休館日です。 

３月 21日は春分の日です。 

４月２日、26日は館内整理日、30日

は祝日法による休日です。 

/開館時間は午前 10時から午後 6時

です。 

5 月１2 日(土) さよう文化情報センター 会議室 

           午後 1 時 3０分～午後３時００分 

           定員 １５名 参加費 実費 

図書館 カレンダー 

 
『ヴィオラ母さん  

－私を育てた破天荒な母・リョウコ』 

図書館ものづくり講座 

ハ―バリウムを作ろう！ 

        

本書は、漫画家である著者が、母の一女性としての人生を綴ったものである。 

女性が仕事を持つことが難しかった戦後、親の反対を押し切って北海道に移住し、

ヴィオラ奏者の道を選んだ。その後、理解ある男性と出会い結婚するものの先立た

れ、再婚するも別居生活を余儀なくされ再び離婚、女手一つで二人の娘を育てた。 

生計のためバイオリン講師をしながらヴィオラ奏者として活動し、長く遠征する際は、知り合いに娘た

ちを預け演奏会に飛び回った。娘たちの教育はアバウトで、学校を休みたいと言えばずる休みさせてドラ

イブに連れ出し、夜遅くまで虫捕りしても叱らない。画家になりたいというマリに『フランダースの犬』

を読ませ、画家の人生は悲惨であることを示唆しながらも、14歳で単身ヨーロッパへ行かせたりとやりた

いことを自由にさせていたという。音楽を優先しながら、毎日作ってくれたおにぎりと添えられた手紙か

らは不器用な母の愛情が感じられ、妹と二人でも不満や不足はなかったし、この母なくしては国境を越え

た生き方はなかったと著者は語る。 

金銭感覚も大雑把で化粧っ気もなく、着るものにも無頓着な母を軽快な文章とイラストで綴り、独自な

家庭を築いた母の姿を通して、母子の多様性を感じさせる一冊である。（中尾） 

 

 

 

 



 
 

 

 

         

                      

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

メアリーは、ひどい風邪をひいて

買い物に行けないエミリー大おばさんの代わりに、お

つかいをしてあげることにしました。家を出ようとす

ると急に雨が降り出し、おばさんが古市で買った柄に

あひるの頭がついた傘をさして出かけました。あひる

の傘が気に入らないメアリーはバスの中に忘れようと

しますが、音を立てて傘が倒れ車掌さんに呼び止めら

れてしまいます。メアリーがあひるにむかって舌をつ

きだすと、あひるが片目をつむってきました。 

食料品店ではいらいらしたお店の人から、バターが

どのくらい、どんな種類がいるのかと急かされたり、

たくさんの荷物を持った手で、三通の手紙に切手を買

い、貼ってポストへ入れようとして一通がすべり落ち

そうになったりします。しかし、その度にあひるが腕

をつまんでバターの種類を思い出させたり、手紙をく

ちばしにくわえて濡れた道に落ちずにすみました。お

つかいは、パン、週刊誌、オレンジと続いていきま

す。 

一人でおつかいを果たし、おばさんから誕生日祝い

にもらった腕時計に大喜びして、あひるに見せる様子

に笑みがこぼれます。小さな女の子が少し背伸びをし

てお手伝いをする姿が描かれ、無事に成し遂げる様子

に満足します。他に、隣の老夫婦を一人でお手伝いし

ようとするマッジの話が収められています。（馬場） 

 

 

 

 
おすすめの一冊        

  としょかんの本棚から  

ｼﾞｬﾈｯﾄ･ﾏｸﾈｲﾙ／作 

松野正子／訳 

岩波書店 1979 年 

 
 
 
 

 

ドロシー・マリノ／さく 

まさき るりこ／やく 

ペンギン社 1982 年 

 

 
 

■ あそばせ隊おはなし会（毎週土曜日） 

と き/14:00～14:30 

対 象/幼児・小学生 

■ 図書館おはなし会（毎週日曜日） 

小さい人（５歳以上）/14:00～14:30 

３月のおはなし 「 まめたろう 」  

『愛蔵版おはなしのろうそく 10』（東京子ども図書館） 

大きい人（小学３年生以上）/14:30～15:00 

３月のおはなし えほんまたはものがたり  
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今日から一年生になるこぐまの

くんちゃんは、出会ったみつばちやこうもりやビー

バーに「ぼく、がっこうへいくんだよ。」と道々話

しながら、お母さんの後をスキップしてついて行き

ました。学校につくとおかあさんはくんちゃんを残

し帰ってしまいました。教室に入るとたくさんの子

どもたちがいて、１時間目が始まり上級生が教科書

を読んだり、字を書いたり、計算をするのをみるた

びに、できないくんちゃんはさされるとこまるなと

思っていすの上で小さくなりました。やがて、一年

生は前の席につくように先生に呼ばれるとくんちゃ

んは外へ飛び出してしまいます。窓から教室をのぞ

いていたくんちゃんは、先生がハリエットに名前の

“は”ではじまる言葉をたずねるのをみて「ぼくも

しってる。」と思いました。そして、くんちゃんの

“く”ではじまることばはと問われた時におもいっ

きり背伸びして「くま、くるみ。くまんばち！」と

叫びました。 

 単色刷りの落ち着いた絵で、はじめて学校に行く

くんちゃんの喜びや不安な気持ちが丁寧に描かれ、

緊張が解れたくんちゃんがのびのびと絵を描き、先

生に褒められた時の嬉しさが伝わってきます。                                     

（水鳥）           

 

 

としょかんのでんわ  ０７９０－８２－０８７４ 

 

 

おはなし会 

 


